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• 阪神・淡路大震災での外国人へ情報提供を機に「多文化共生センター」を設立
Ø 全国５カ所で外国人支援活動を展開、06年に全国５カ所のセンターに独立

• 自治体国際化協会参事として多文化共生事業を担当(2005年度）

• 「多様性を地域と組織の力に」をテーマに、「ダイバーシティ研究所」を設立（2007年)
Ø CSR(企業の社会責任）や自治体施策を通じたダイバーシティの推進に取り組みを拡げる
Ø 2009年に一般財団法人化し代表理事に

• 「NPO法人多文化共生マネージャー全国協議会」代表理事(2009年) *現在は副代表理事
Ø 総務省「多文化共生推進プラン」を機にJIAMで「多文化共生マネージャー養成研修」がスター
ト（2006年度〜 20年度で修了者は約600人に）

Ø 2009年に法人化し、各地で災害時対応研修等を実施

• 東日本大震災直後に内閣官房企画官に就任。「震災ボランティア連携室」で被災地支援
を担当。現在は復興庁・復興推進参与として、官民連携やNPO施策を担当(非常勤）

• 2000年より複数の大学で講師を務め、現在は、大阪大学客員准教授、明治大学大学院
国際日本学研究科兼任講師、関西大学非常勤講師

＜多文化共生に関する主な社会活動＞
• 外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議「外国人との共生社会の実現のための有識者会議」構成員
（2021年）

• 総務省「多文化共生の推進に関する研究会」構成員（2005年〜）
• 世田谷区「多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条例」審議会委員（2018年〜）
• 福井県「多文化共生推進プラン策定委員会」委員(2020年）
• 京丹後市「多文化共生推進プラン策定委員会」アドバイザー（2014年〜）
• 関西経済同友会「関西レジリエンス委員会外国人受入分科会」副委員長（2019年） 等



日本における外国人の様子

１．日本で暮らす外国人の概要

多様な国籍・多様な在留形態で暮らす外国人がすでに存在
3

外国人住民の総数は約290万人
• 在留外国人数約282.4万人（2021年6月末）＋非正規滞在者約7.3万人（2021年7月）

「３つの多様化」が進行
• 国籍の多様化

Ø 中国、ベトナム、韓国、フィリピン、ブラジル、ネパール…
Ø 国籍が異なると、言語や文化、習慣、法制度も異なる

• 在留資格の多様化
Ø 永住者、留学、技能実習、定住者、技術・人文知識・国際業務、家族滞在…
Ø 在留資格によって日本でできる活動が異なる

• 年代・世代の多様化
Ø 3世代前から日本で暮らす世帯も、昨日来たばかりの世帯も「外国人」
Ø 家族呼び寄せや本人の高齢化により、福祉ニーズの多様化も進展

１．日本で暮らす外国人の概要
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在留外国人数の状況①総数
• コロナ禍で4.7万人減少も、2年前よりまだ多い状況

法務省出入国在留管理庁「令和2年末現在における在留外国人数について」（2021年3月）より
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在留外国人数の状況②国籍別
• 「ベトナム」が急増し「韓国」を抜いて第2位に

法務省統計を元に田村作成
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13.1%

家族滞在, 196,622, 
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技術・人文知識・
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その他, 249,097, 8.6%

法務省統計から田村作成
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在留外国人数の状況③在留資格別の割合（2020年末）
活動に制限のない
在留資格が全体の半数

在留資格 2020年 2019年 対前年比

永住者 807,517 793,164 14,353

特別永住者 304,430 312,501 -8,071

定住者 201,329 204,787 -3,458

日本人の
配偶者等

142,735 145,254 -2,519

永住者の

配偶者等
42,905 41,517 1,388

留 学 280,901 345,791 -64,890

技能実習 378,200 410,972 -32,772

家族滞在 196,622 201,423 -4,801

技術・人文知識・

国際業務
283,380 271,999 11,381

その他 249,097 205,729 43,368
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65歳以上
131,270人

65歳以上
190,947人

総数
2,111,635人

総数
2,887,116人

約1.45倍

約1.37倍

増減率
順位

都道府県
2014年 2019年 外国人

増加数
外国人
増加率全人口 外国人人口 全人口 外国人人口

1 沖縄県 1,454,023 11,229 1,481,547 21,220 9,991 89%
2 北海道 5,431,658 23,534 5,267,762 42,485 18,951 81%
3 鹿児島県 1,691,427 6,733 1,481,547 12,215 5,482 81%
4 熊本県 1,818,314 10,079 1,769,880 17,942 7,863 78%
5 宮崎県 1,135,652 4,414 1,095,903 7,850 3,436 78%
6 佐賀県 847,424 4,401 823,810 7,367 2,966 67%
7 香川県 1,005,570 8,946 981,280 14,266 5,320 59%
8 青森県 1,353,336 4,041 1,275,783 6,386 2,345 58%
9 島根県 706,198 5,988 679,324 9,342 3,354 56%
10 石川県 1,159,763 10,978 1,139,612 16,881 5,903 54%

参考
東京都 13,297,585 430,658 13,834,925 593,458 162,800 38%
大阪府 8,868,870 204,347 8,849,635 255,894 51,547 25%

全人口は翌年１月１日時点の住民基本台帳、外国人人口は各年12月末時点の在留外国人統計に基づくもの
総務省自治行政局国際室「多文化共生事例集作成ワーキンググループ・事務局説明資料」より抜粋し田村作成

在留外国人数の状況⑤都道府県別増加率の比較（2014年→2019年）
• 地方における増加率が高い傾向

１．日本で暮らす外国人の概要
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人口減少と経済成長で変貌するアジアの国際人流と自治体施策

• アジアの経済成長で「プッシュ要因」は減少
Ø かつて日本はアジア唯一の経済大国だったが、現在は賃金格差も縮小

Ø 他の国に働きに行かなくても良い状況がアジア全体で拡大している

• 中国・韓国に加え、タイやマレーシアでも「プル要因」が増大
Ø 東アジア全体で人口減少・高齢化が進んでおり、東南アジアでも労働力不足

が進行。アジア内での国境を超えた人の移動が激しくなっている

Ø 韓国は2007年に「在韓外国人処遇基本法」を整備し、多文化国家へ転換。
自治体が「多文化条例」に基づく体系的な施策を展開。2009年には「多文化
家族支援法」も成立し、韓国語教師を家庭に派遣する制度も。

Ø 中国も移民受け入れの法制化を検討。すでにアフリカから労働者を受け入
れている省もある。

Ø マレーシアやタイの日系企業の工場で働くのはカンボジアやミャンマーから
の労働者という報告も

国境を開ければ外国人が来る、というのは昔の話

言語教育と多言語環境を拡充し、人が集まる地域をつくることが
アジアの共通の課題 9

２．海外における外国人施策とダイバーシティ推進

資料：GLOBAL NOTE 出典：IMF 10

２．海外における外国人施策とダイバーシティ推進

東・東南アジア諸国の一人あたりGDP（名目・ドル）の年次推移（1995〜2018）

マカオ

日本

シンガポール

ブルネイ

香港

韓国

台湾

マレーシア

中国
タイ



古典的多文化主義から脱却する欧州

• 北欧では「高福祉・高負担」社会への移行とともに1970年代から移民政策を
導入。福祉や家事労働の社会化により、人口変動に対応。南欧など、移民受
け入れに消極的だった地域は合計特殊出生率が1.3に低下。

• 東西冷戦の終結で、1990年代以降はＥＵを拡大し、域内移動が活発化。
→ アジア・アフリカなどからの移民は抑制する傾向に

• 放任主義的な「古典的多文化主義」がコミュニティの分離や経済格差の拡大
につながったとの反省から、移民対象の言語教育と社会教育を法制化（英独
仏など）。2000年代半ばから「社会統合政策」を推進する国が増えた。

• 2008年から欧州評議会が「Intercultural city」プロジェクトを展開。「Creative 
city」(創造都市)に次ぐ都市政策のコンセプトとして注目されている。

11

２．海外における外国人施策とダイバーシティ推進

排斥や差別への反省から、統合と共生へ転換を図るのが欧州の流れ

欧州評議会による移民に対応する都市政策の分類

山脇啓造「インターカルチュラル・シティー〜欧州都市の新潮流〜」（『自治体国際化フォーラム2012年6月、自治体国際化協会）より

Intercultural policy
（多文化共生政策）

移住者や少数者は永住者として受け入れられる。受け入れ
コミュニティの文化規範との違いを有する権利は法や制度
によって保障される一方、共通の立場や相互理解、共感を
生み出す政策、制度や活動が高く評価される。

Multicultural policy
（多文化政策）

移住者や少数者は永住者として受け入れられる。受け入れ
コミュニティの文化規範との違いは、法や制度によって奨
励、保護され、反人種主義活動によって支援される。ただ
し、場合によっては分離や隔離が助長されるリスクを負う。

Assimilation policy
（同化政策）

移住者や少数者は永住者として受け入れられるが、できる
だけ早く同化することが想定される。受け入れコミュニティの
文化規範とのちがいは奨励されず、その国の一体性に対す
る脅威と見なされる場合には抑圧される。

Guestworker Policy
（ゲストワーカー政策）

移住者は一時的な労働力であり、いずれは出身国に戻る存
在とみなされる。従って短期的で、移住者の市民への影響
を最小限にするような対策がとられる。

Non-policy
（無政策）

移住者や少数者は、都市にとって無関係または一時的な現
象で、歓迎されない存在とみなされ、対応する必要性が認
識されない。

12
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ここが「ダイバーシティ」
のポジション！

少数者が社会に適合する生き方を模索させられる社会ではなく、
これまでの働き方や生き方を社会全体で変えていくことがダイバーシティ

２．海外における外国人施策とダイバーシティ推進

変化する

変化しない

排 斥

同 化 共 生

すみ分け
exclusion

assimilation inclusion

segregation

acceptablenon-acceptable

changeable

immutable

田村 2007

受け入れない 受け入れる

ダイバーシティがめざす社会
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３．日本における外国人受け入れのこれまでとこれから

14

日本における外国人受入れの経緯と「多文化共生」

• バブル景気により、外国人受入れ議論が活発化（90年代）
Ø 89年に「外国人労働者は受け入れない」ことを閣議決定する一方、入管法を改

正して日系人等を受入れ。「例外的な」外国人受入れを推進

Ø 各地で外国人住民が増加したが、政府としての定住支援は整備せず。外国人
が増えた地域で、自治体や国際交流協会、地域住民が独自に支援

• 総務省が体系的・計画的な「多文化共生の推進」を自治体に促す（00年代）
Ø 外国人集住都市会議などの要望を踏まえ、地方交付税の交付措置や研究会に

よる「多文化共生推進プラン」の策定(後述）等を推進（05年度〜）

Ø 改正入管法および改正住基法の施行で、外国人も住基台帳に登録（12年7月）

• リーマンショックで下火になった受け入れ議論が再燃（10年代）
Ø 労働力不足だけでなく、地域の持続可能性の観点からも外国人受け入れを求

める声が高まる
Ø 訪日外国人の増加や東京五輪の決定で地域での対応が急務に
Ø 「外国人労働者受入れと共生施策の推進」を閣議決定（18年7月）

外国人の増加・多様化の現実を正しく知り、誤解や偏見の拡大を防ごう



新たな閣議決定に伴う入管法改正と「総合的対応策」

１８年の閣議決定をふまえ、１９年４月に改正入管法を施行

• 外国人を労働者として受け入れる新たな在留資格「特定技能」の新設
Ø 従来は「日系人」「技能実習」を名目とした受入れか、「外国人だからできる」仕事に限定
Ø 「特定技能」では、特定の業種で一定の技能を持つことを試験等で確認した外国人を労働者
として受入れるもの

Ø 受入機関は日本語教育や生活支援を自ら行うか、入管庁に届け出た「登録支援機関」に委
託して行う必要がある

• 「外国人材受入れ・共生のための総合的対応策」の策定
Ø 多言語での生活相談や日本語習得支援など100を超える施策をまとめ、18年末に発表。
その後も１９年末、20年７月、21年６月に改訂

Ø 各省庁の施策を俯瞰的に列挙し、施策ごとに交付金等が設けられているが、予算の獲得に
は自治体からの交付申請や委託事業としての申請が必要

• 入管行政の改組、ネットワークの形成、ロードマップの策定
Ø 入国管理局を出入国在留管理庁に改組し、共生施策の推進を業務に追加。地方局に「受入
環境整備担当官」を配置し、共生施策推進のためのネットワークを形成

Ø 「外国人在留支援センター」を20年７月に四ッ谷に開設。全国のワンストップセンターとの連
携や地方での就職マッチング支援、企業の研修や情報提供の拠点に

Ø 関係閣僚会議に意見を述べることを目的として，関係閣僚会議の下に，外国人との共生社
会の実現のための有識者会議を開催。2021年11月に意見書を提出 15
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ৗ॥টॼभশ৲ृৗञऩਃपइञਗবয৾েभಟবदभड़থছॖথ৾ಆ੍ରٌੁ��ٍ
ਗবয৾েभ఼৷ृোभણඩपऐञঁথॻঈॵॡभঽ৬ृ੍ରਃঢ়ಉषभன৫ٌੁ��ٍ
প৾धঁটشডشॡभ৴ਘ৲पेॊฮखञ੍ରؚ৸বभপ৾ಉषহಉभુથٌੁ��ٍ
ਗবযௌ௮भञीभଳലಁઇ౫भୁ৲ق��ୁ৲ٌكੁ��ٍ
মभৃपउऐॊ॥গॽॣش३ঙথચৡभಉ॑৯धखञଢ଼ఊभৰलঔॹঝढ़জय़গছಉ
भਛٌੁ���ٍ

َ6DIHW\�WLSVُಉभఢੴؚୁോછभपेॊਫનऩੲਾभ୭भତٌੁ���ٍ
মୁઇਃঢ়ಉषभৗ॥টॼभഉଆૃ؞ଆपৱघॊੲਾಉभٌੁ���ٍ
ॖথইঝग़থ१شಉपબॊੲਾभૐ৺ુ؞થಉؚੲਾਦभౄৰ؞ਘ৲पऐञੌभਤٌੁ���ٍ
ৃपउऐॊৗ॥টॼभఁপଆૃৌੁभජೲपબॊௌઞ੮৬षभਏடٌੁ���ٍ
মୁઇਃঢ়ؚ௧৾ૅಉृৃपउऐॊಿਉලಔय़ॵॺಉ॑ણ৷खञਫ਼ਪभৰಉध഻ؚਙৄৎ
पउऐॊ்ઁःமඡषभဌசऊणਃऩۇڸۅਫ਼ਪಉभৰٌੁ���ٍ
ਗবযषभডॡॳথமரभఢੴઁਾؚமர੧भનৰऩଛહؚୁपेॊৼৌૢ৬भન৳
ٌੁ���ٍ
ਗবয৾ૅपउऐॊৗ॥টॼৌੁधखथؚृऔखःমୁ؞ୁदभੲਾਦؚ৳ୋেपঢ়घॊથ
ভ৮दभਫ਼ୈઍ॑౷ऽइञೈ઼भৰٌੁ���ٍ

বभঐॵॳথॢॖঋথॺृਲਗହভಉभ৫ಈपेॊ્ૼચ২भણ৷യਤٌੁ����ગൕ�ٍ
ૼચୡलমୁୡभৰధलपਭୡभਤؚীਚଵૂपेॊৗञऩমୁୡभણ৷भਫ਼ୈ
ٌੁ���ٍ
્ૼચ�ಀୡৰभਫ਼ୈਤ્ؚૼચ�ಀभৌী୯ਸؚਜયীभତ৶पબॊਫ਼ୈٌੁ���ٍ

ਗবয౫भਭোोુ؞েभञीभ়ৌૢੁقഥਮگফ২ၖكभऩఁౄੁಉ

ুਢಉपબॊুਯમभਗ਼ವહಉभਹਙ॑ॊੁभਫ਼ୈٌੁ���ٍ
ਗবযমযपेॊड़থছॖথணடभਹ৷ৰਠؚड़থছॖথ৲ৌधऩॊুਢभఁপभਫ਼ୈٌੁ���ٍ
ഥਮڳফ২রभઐહ৫पऐञढ़شॻधঐॖॼথংشढ़شॻधभ৬৲भਫ਼ୈٌੁ���ٍ
ঢ়બૂल্ਁુ੮৬ಉभ৴पेॊਗবযभકੲਾभତٌੁ���ٍ
ૼચৰಆেधমযधभಉਾີಉभનੳ؞௮ऌ্ঢ়৴১भఢੴभජೲٌੁ���ٍ
ੰ౻औोञૼચৰಆেषभ૰৶੮৬भାৰऩૡආ੍ରभৰؚৰಆেभಲਢऩ૾யཔٌੁ���ٍ
ૼચৰಆেभউছॖং३ृشഉଆपଦൟखञક୭॑ન৳घॊৰಆৰपৌघॊરೈ઼
ٌੁ���ٍ
ਗবয౻৷૾யඍলੲਾಉभઽૐ؞ীෲਃચਘ৲पेॊટऩతभৰٌੁ���ٍ

శଞৎपउऐॊਗবযऐभ७شইॸॕॿॵॺ੍؞ରಉ
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ਗবযधभુেভभৰਠपऐञਔৄല؞ཟણಉ

 ෟ ऩ ॥  গ ॽ ॣ ش ३ ঙ থ ؞ ੲ ਾ ઽ ૐ भ ञ ी भ ੍ ର

ছ ॖ ই ५ ॸ ش ४ ؞ ে ણ ३ ش থ प ૢ ग ञ ੍ ର

ુ ে  ভ भ ੦ ೕ ध ख थ भ   ଵ ৶ ৬  भ ଡ ണ

ુেভभৰਠपऐथॉੌिसऌরশऩୖल্ੁಉपঢ়घॊੵஙभੁٌੁ�ٍ
َবড়भଢ॑ലऎভُृَ౪ਔৄຢُಉ॑ৢगञુেੁभ੫؞য়੧पৱघॊਔৄभലٌੁ�ٍ

্ਁુ੮৬पउऐॊ੪ৼษઠभਝ઼॑യਤघॊ্ੁभਫ਼ୈٌੁ�ٍ
૨ऩਗবযभਭোो୭ତभञीभ੍ରभৰल্ਃঢ়ष؞ইঞ५ॡपउऐॊટط&6)5(
भੲਾٌੁ��ٍ
َমୁઇभසُभણ৷॑യਤघॊधधुपؚਿಉऋঢ়બਃঢ়ध৴खथষअমୁઇ୭
॑ਘ৲घॊञीभ৬तऎॉभਤٌੁ��ٍ
মୁ৾ಆ१ॖॺَणऩऋॊऱौऋॊ पऺ॒ओदभऎैखُभَমୁઇभසُ॑౷ऽइञেણ
ৃએभౄৰٌੁ��ٍ
ௌಉपৌघॊমୁઇపभଢ଼ఊউটॢছभౄৰ؞लমୁઇపभുਛपीैोॊَभ
ઇઍُभෟৰभञीभ,&7ઇ౫भ৫؞ٌੁ��ٍ
মୁઇపৱતؚমୁઇਃঢ়भমୁઇभ॑ॊञीभலੌाभ১৲भਫ਼ୈ
ٌੁ��ٍ
ময৩धਗবආ৩भৃपउऐॊ൨্भ৾लभઇ౫ृুਬऌभఢੴलણ৷യਤٌੁ��ٍ

ਗবযుญেെಉभ৾ૅपउऐॊমୁ৬ಉभଡണٌੁ��ٍ
৾ೡ३५ॸधક੦३५ॸभ৴ृਗবযभभ৾૾யभ৬ଵ৶؞པٌੁ��ٍ
ৗ॥টॼभশ৲ृৗञऩਃपइञਗবয৾েभಟবदभड़থছॖথ৾ಆ੍ରٌੁ��ٍ
ਗবয৾েभ఼৷ृোभણඩपऐञঁথॻঈॵॡभঽ৬ृ੍ରਃঢ়ಉषभன৫ٌੁ��ٍ
প৾धঁটشডشॡभ৴ਘ৲पेॊฮखञ੍ରؚ৸বभপ৾ಉषহಉभુથٌੁ��ٍ
ਗবযௌ௮भञीभଳലಁઇ౫भୁ৲ق��ୁ৲ٌكੁ��ٍ
মभৃपउऐॊ॥গॽॣش३ঙথચৡभಉ॑৯धखञଢ଼ఊभৰलঔॹঝढ़জय़গছಉ
भਛٌੁ���ٍ

َ6DIHW\�WLSVُಉभఢੴؚୁോછभपेॊਫનऩੲਾभ୭भତٌੁ���ٍ
মୁઇਃঢ়ಉषभৗ॥টॼभഉଆૃ؞ଆपৱघॊੲਾಉभٌੁ���ٍ
ॖথইঝग़থ१شಉपબॊੲਾभૐ৺ુ؞થಉؚੲਾਦभౄৰ؞ਘ৲पऐञੌभਤٌੁ���ٍ
ৃपउऐॊৗ॥টॼभఁপଆૃৌੁभජೲपબॊௌઞ੮৬षभਏடٌੁ���ٍ
মୁઇਃঢ়ؚ௧৾ૅಉृৃपउऐॊಿਉලಔय़ॵॺಉ॑ણ৷खञਫ਼ਪभৰಉध഻ؚਙৄৎ
पउऐॊ்ઁःமඡषभဌசऊणਃऩۇڸۅਫ਼ਪಉभৰٌੁ���ٍ
ਗবযषभডॡॳথமரभఢੴઁਾؚமர੧भનৰऩଛહؚୁपेॊৼৌૢ৬भન৳
ٌੁ���ٍ
ਗবয৾ૅपउऐॊৗ॥টॼৌੁधखथؚृऔखःমୁ؞ୁदभੲਾਦؚ৳ୋেपঢ়घॊથ
ভ৮दभਫ਼ୈઍ॑౷ऽइञೈ઼भৰٌੁ���ٍ

বभঐॵॳথॢॖঋথॺृਲਗହভಉभ৫ಈपेॊ્ૼચ২भણ৷യਤٌੁ����ગൕ�ٍ
ૼચୡलমୁୡभৰధलपਭୡभਤؚীਚଵૂपेॊৗञऩমୁୡभણ৷भਫ਼ୈ
ٌੁ���ٍ
્ૼચ�ಀୡৰभਫ਼ୈਤ્ؚૼચ�ಀभৌী୯ਸؚਜયীभତ৶पબॊਫ਼ୈٌੁ���ٍ

ਗবয౫भਭোोુ؞েभञीभ়ৌૢੁقഥਮگফ২ၖكभऩఁౄੁಉ

ুਢಉपબॊুਯમभਗ਼ವહಉभਹਙ॑ॊੁभਫ਼ୈٌੁ���ٍ
ਗবযমযपेॊड़থছॖথணடभਹ৷ৰਠؚड़থছॖথ৲ৌधऩॊুਢभఁপभਫ਼ୈٌੁ���ٍ
ഥਮڳফ২রभઐહ৫पऐञढ़شॻधঐॖॼথংشढ़شॻधभ৬৲भਫ਼ୈٌੁ���ٍ
ঢ়બૂल্ਁુ੮৬ಉभ৴पेॊਗবযभકੲਾभତٌੁ���ٍ
ૼચৰಆেधমযधभಉਾີಉभનੳ؞௮ऌ্ঢ়৴১भఢੴभජೲٌੁ���ٍ
ੰ౻औोञૼચৰಆেषभ૰৶੮৬भାৰऩૡආ੍ରभৰؚৰಆেभಲਢऩ૾யཔٌੁ���ٍ
ૼચৰಆেभউছॖং३ृشഉଆपଦൟखञક୭॑ન৳घॊৰಆৰपৌघॊરೈ઼
ٌੁ���ٍ
ਗবয౻৷૾யඍলੲਾಉभઽૐ؞ীෲਃચਘ৲पेॊટऩతभৰٌੁ���ٍ

శଞৎपउऐॊਗবযऐभ७شইॸॕॿॵॺ੍؞ରಉ
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ણৡँॊভ
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�
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ٛছॖই५ॸش४पૢगؚ৬௺पমୁ॑৾ಆघॊऒधऋदऌॊ୭भତٜ
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高度成長期の「コミュニティ」施策との共通点
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• 日本におけるコミュニティ施策からのヒント

– 高度成長期に都市へ移動した若者を対象としていた「コミュニティ施策」

Ø 農村から都市への人口移動で新たな住民となった都市生活者たちは「コミュニティの不
在」によって下記の６つの問題に直面していると指摘（1969年国民生活審議会「コミュ
ニティ問題小委員会」報告書）

① 健全な余暇利用施設や相談相手がないままに非行化する青少年の増加、幼
児の戸外活動における危険の増大

② 「鍵っ子」の増加による家庭内外でのしつけの機会の喪失
③ 退職後、家族からも離れ、孤独な余生をおくる老人の増大
④ 労働時間の短縮や家事労働の節減によって得た余暇を人間性の回復に活
用できる余暇施設や活動の組織の不足

⑤ 公害や交通事故など地域生活をおびやかす障害の増大
⑥ 急病人が出た際などその処置に困る場合が多い

出典：国民生活審議会調査部会コミュニティ問題小委員会委員『コミュニティ-生活の場における人間性の回復』（1969年9月29日）

＊主旨を損わない範囲で文言は修正した

多くの項目で今日、外国人住民が置かれている状況と重なる

４．これからの地域に求められる取り組み

これから求められる外国人コミュニティとの共生施策

24

• 外国人を「単身・短期の労働力」としてではなく、「家族を形成して地域で暮
らす住民」として認識し、必要な社会インフラの整備を急ぐこと

Ø 「勤労会館」「青少年センター」「コミュニティセンター」などを設置した1970年代の
自治体施策を参考に、地域と新住民との交流機会を増やす

Ø 外国人同士が集う場や、日本人住民との交流の場を創出し、「個」としての外国
人支援から「面」としてのコミュニティ支援へ視点を拡げる

• 外国人受入れのこれまでの課題を見すえ、地域全体で多文化共生を推進
することへの合意形成に力を入れること

Ø 89年の閣議決定や90年の改正入管法施行以降の「よくわからないがなんとなく
外国人が増えた」という状況を改め、18年の閣議決定と総合的対応策の意図を
浸透させることで、外国人も地域の担い手としてまなざしを置き直す

Ø 国際社会における人権意識の向上や移住労働者への人権保護の潮流を正しく
理解し、外国人雇用の適正化や地域における差別の解消を徹底する

かつて日本国内の人口移動で起きた課題に対応したコミュニティ政策を
国境を越えた視点から再び紡ぎ直す

４．これからの地域に求められる取り組み



これからの多文化共生をどう進めるか？
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事業所を巻き込んだ「持続可能な地域社会」の創造
• 外国人雇用の全体像を把握し、適正化を促す

Ø 監理団体や登録支援機関が地元にない地域では人数もわからない状態

Ø 事業所だけでなく、商工会議所や金融機関とも連携して外国人雇用の全体像を把握すると
ともに、適正化を通じた持続可能な地域の創造を急ぐ

• 事業所からも日本語教育や生活支援の拡充に協力を求める

Ø 外国人の状況に世界の関心が高まっていることもふまえ、雇用する外国人の生活改善や
多文化共生分野の人材育成への協力を求める

10年先を見据えた「多文化共生の担い手」の育成
• 大学や専門学校等と連携し、必要な人材の育成に力を入れる

Ø 外国人住民が担い手として活躍できる機会を増やす
Ø AIやICTの進展で流動性が高まる日本人へのリカレント教育による人材の確保も重要

• 専門性を評価し、経験を積んで質の高いサービスが提供できるよう待遇を改善する
Ø 相談を受ける側が不安定な生活をしていては、まともな相談ができない
Ø 官民連携で受け皿を整備するなど、地域の担い手が安定的に活躍できる場づくりを急ぎた
い

４．これからの地域に求められる取り組み
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永住者資格を持つ外国人が毎年約2万人ずつ増加

法務省資料をもとに田村作成

• 「永住者資格」とは？

Ø 在日コリアン等、旧植民地出身者とその子孫（特別永住者）のほか、原則として10年
以上、継続して日本に滞在し、法令違反などがない場合に申請して認められる

Ø 東京で１０年暮らし、永住者資格を取得した人が福井に引っ越してもかまわない！

４．これからの地域に求められる取り組み



「留学」からの就職も年間３万人
・「留学」からの在留資格変更申請・許可の年次推移

27法務省出入国在留管理庁『令和元年における留学生の日本企業等への就職状況について 』（2020年12月）より
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４．これからの地域に求められる取り組み

留学生や永住者など、日本語にも精通した外国人が
担い手として地域で活躍することに期待！

まとめ

• 地域で起きている「現実」に目を向け、足を運ぼう！

– 「どこで」「だれが」「どんなことで」困っているのかに心を配ろう

– コロナ禍や入管法改正で大きく変化する地域の現実を知ろう

– 地域の現実は現場に出かけ、「目」と「足」で確かめよう

• ちがいを受け入れ、ともに変化する社会をめざそう！

– これまでに社会に人を適応させるのではなく、社会そのものを変化させよう

– 対等な関係を築きながら、全体として調和のある新しい社会モデルを構築しよう

• これまでの役割分担にこだわらず、新たな実践にチャレンジしよう！

ｰ 従来の枠組みにこだわりすぎないで、いま必要なことを今できる人が今すぐやる
→ 新たな役割分担は実践したあとに考える

ｰ 外国人を弱い立場に固定せず、未来をともに創るパートナーとして位置づける

ｰ 企画段階から多様な担い手やステークホルダーの参加の機会をデザインする

４．これからの地域に求められる取り組み

多文化共生を地域づくりの中心に据え、持続可能な未来を切り拓こう！
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ご清聴、ありがとうございました！

ダイバーシティ研究所のウエブサイト http://www.diversityjapan.jp/

Diversity =
Energy for
Community and
Organization


